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5 万分の l 地質図幅
丸 瀬 布 (網走-第 34 号〉

説 明 書

北海道立地下資源調査所

嘱 託野地正保

嘱 託渡辺 岡阿

嘱 託魚住 'Wi

技術吏員鈴木 守

l土 し が き

丸瀬布地質問幅および同説明書は，昭和 36 年から昭和 38 年までの 3 年間にわた

り，延約 260 日間を費して行なった野外調査の結果をとりまとめたものである門

野外調査にあたっては，地域の中央部から北部にかけての地域を富山大学の相馬恒

雄氏に，東部地域を北海道教育大学の浅井宏氏に，それぞれ但当していただいた。

また，北海道立地下資源調査所庄谷幸夫，松井公平， ?円勾純俊の各氏からは，未公

去資料の提供をうけたほか，有益な御教示をうけたっ

報告にさきだち，これらの各位に深く感謝の，むを去する口

I 位置および交通

丸瀬布l司幅は，北緯 43°50'-44°0'，東経 143°15'-143°30' の範聞をしめ，北海道の

北東部に位置している。行政K画のうえでは，紋別郡I与沌村，丸瀬布町，遠軽町，生

l±l原町に属している。

同l隔地域には，おもな河川にそって(j動車道が琵達しているのしかし，北西部の湧

別川にそって国鉄石北本線があり，武利川にそぺて丸瀬布一沌問，および瀬ドi瀬川に

そって遠軽一瀬戸瀬温泉問にパスが通じているほか，交通機関は充注していない門な

お，かつて武利川および油品内川にそって敷設されていた森林軌道は，現在は廃止さ

れて林道にきりかえられている。

- 1 ー
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II地形

丸瀬布図幅地域は，主要河川にそって細長く発達している低平地以外は， III 地であ

る。

山地帯は，日高累層群の分布地域がやや急峻な山岳様の地形を形成しているほかは，

ほぼ丘陵性の地形をとっている。山稜部の標高は，ほぼ 1 ， 200 m から 400m の間にあ

って，そのほとんど、は新期の火山噴出物から構成されている。しかし，西側地域にや

や平坦な台地状地形が発達しているほかは，わりあい起伏にとんでいる。これは，お

そらく，もとは熔岩台地状のなだらかな平坦面をつくっていたものが，そのごいちじ

るしく侵食されたためであると考えられる。 500m の間隔で谷をうずめた地形復元閃

0 阻xl 2000 ヨ)xl 4000 5000m

第 2 図 地形復元図(谷を 500m の間隔で埋めて作成した)
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でも，明瞭な平坦面が現われていない乙とからみて，原地形面の形成時期がかなり古

いものであると考えられる。

とくに熔結凝灰岩の分布地域では，山綾部がわりあいなだらかであるのにたいし

大きな河川に面する側は，急斜面をつくっており，しばしば断崖絶壁を形成している。

低平地としては，大きな河川にそってわずかに発達している，比高 5m， 15--20m

の段丘面と，現河川の氾濫原堆積物から構成されている沖積面などがある。

この凶幅地域に発達するおもな河川は，北西部から南東部にかけて，丸瀬布川，湧

別川，武利川，瀬戸瀬川，浦島内川，生田原川などがある。これらの河川のうち，瀬

戸瀬川から西側の河川は湧別川に，また浦島内川は生田原川にそれぞれ合流しさら

に図幅北東地域の遠軽町付近で，両河川は合流してオホーツク海にそそいでいる D

III 地質概説

丸瀬布図幅地域の地質構成は，地質層序表にしめしたとおりである。

この地域の基盤を構成しているものは，先白亜紀の日高累層群で，北部地域と南部

地域にそれぞれ分布している。おもに，砂岩，粘板岩，頁岩などからできているが，

チャートや輝緑岩質凝灰岩をわずかにともなっている。

北部地域に分布する日高累層群は，西側の白滝図幅地域から連続しているものであ

る。また，南部地域に発達しているそれは，従来湧別層群として取扱われてきたもの

であるが，岩相が北部地域のものとほとんど違っていないので，日高累層群として一

括した。

この基盤の日高累層群を直接不整合におおって，新第三紀の堆積岩類および火山噴

出物を主体とする岩石類が広く発達している。さらに乙れらは，中新世のものと，鮮

新世のものとに区分することができる。

中新世の最下部をしめる地層は，上支湧別層で，喋岩，砂岩，頁岩などから構成さ

れ，基盤岩層を直接不整合におおっている。

さらに，乙の地層を不整合におおい，グリーン・タフ変動に関係する浦島内川層や

流紋岩類が発達している。浦島内川層は，緑色凝灰岩とプロピライトから構成されて

いる地層で，図幅の南東部地域から南端部にかけて分布している。流紋岩類は， I と

II の二種類にわけることができる。流紋岩 I は，上支湧別層を貫ぬき，浦島内川層を

おおっており，乙の岩体中に金・銀鉱床が匪胎している。流紋岩 II は，図幅の東部地
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域に点々と分布しているが，これには鉱床はみとめられないロ

--
時代 地 層 岩 1ふ小口lcl 火 !戊 j古.1iJJ 構造運動

第 現世 現河床堆積物 礁、砂、粘土

四 更 第 2 段丘堆積物 様、砂、粘土

市己
新

世 第 1 段丘堆積物 礁、砂、粘土
輝石安山岩(大平熔岩)

玄武岩、玄武岩質安山岩

鮮新世中
矢矧層

凝灰岩、凝灰角磯岩
流紋岩

~令
泥岩、砂岩、磯岩

第1，第2 ，第 3 熔結凝灰岩

事庁

l 輝石安山岩

トムイルベシベ層
泥岩、熔結凝灰岩、

(背谷牛山熔岩)

第

凝灰角磯岩 :

j南島内川層 上立ロHド
緑色凝灰岩、

流紋石 I II 上支湧別構造線

凝!氏質砂岩
の形成

新 緑色凝灰角磯岩、

:ー i

下
I

音E プロピライト

紀 世
頁岩

玄武岩、石英安山岩
グリーンタフ変動

上支湧別層 砂岩

a・

機岩

彊紀先自 日高累層群
粘板岩

硬砂岩

地質層序表

これらを不整合におおって，火山砕屑岩を主体としたトムイルベツベ層が発達して

いる口この地層の下部は，緑色の凝灰質岩類が発注しており，また上部は，湖底堆積

物と考えられる泥岩が発達している。

この上位の矢矧層は，明らかに鮮新世とみられる地層で，凶幅の東南偶に分布する。

この地層は，いろいろの層相から構成されているが全般的に凝灰質である。

矢矧層の堆積後は，正常の堆積岩はまったく形成されていなし、。

この図幅地域の大半をしめしているのは，鮮新世の火山噴出物である。これらは，

普通輝石紫蘇輝石安山岩熔岩，石英安山岩質および流紋岩質の熔結凝灰岩，流紋岩脈，

玄武岩あるいは玄武岩質安山岩などである。とくに熔結凝灰岩は，凶111両の西半部地域

の大部分をおおっており，下位から上位へ，第 1，第 2，第 3 の各熔結凝灰岩に区分

できる。このうち，第 3熔結凝灰岩だけは，あるいは第四紀になる可能性があるゥ

第四紀層は，河川ぞいに発達する段丘堆積物や現河床堆積物などがあるほか，この

時代とみられる安山岩熔岩があげられる。いずれも，その分布範囲はひじようにせま

- 5 -



し、。

IV 先白亜紀層

IV.! 日高累層群 (Hd)

先白亜紀の日高累層群は，図幅地域の基盤を構成している地層である。北部の丸瀬

布川から瀬戸瀬川の中流流域にかけての地域に広く分布している。このほか，湧別 JII ，

武利川の支流湯の沢上流，浦島内川上流，矢矧沢上流，生田原川中流の各流域に，窓

状に発達しているロ

この累層群は，おもに黒色粘板岩，頁岩，暗灰色~暗緑灰色の硬砂岩から構成され

ており，部分的にチャートや輝緑岩質凝灰岩の薄層をはさんでいるロ北部地域に分布

する日高累層群は，しばしば，粘板岩と砂岩の互層が発達しているが，ほかの地域の

それには，あまり互層状のものはみられない。

北部地域に分布する本層群は，ほぼ南北性の走向をしめしているが，傾斜は東西両

側にいろいろ変化し，一定していなし、。ほかの地域に窓状に分布しているものは，走

向，側斜ともに複雑に変化している。全般的にみて，この層群はいちじるしく擾乱さ

れており，まだ地質構造は明らかにされていない。

日高累層群は，北海道中軸部の標式地において，下位から上位へ，中の川層群，神

威層群，空知層群の三つの層群に区分されている。

この図幅地域の北部地域に発達している本層群は，白滝図幅地域に分布している湧

別川層から連続しているが，全部がこの地層に対比できるかどうかは明らかでない。

また，浦島内川から生田原川にかけての地域に発達するものは，これまで湧別層群と

して取扱われてきている。これまでの資料によれば，湧別川層および湧別層群は，と

もに神威層群の一部に相当すると考えられている。しかし，岩相上からみて，空知層

群の一部が，この地域のものにふくまれている可能性がある。

V 新第三紀中新世の地層と火山岩類

この地域には，新第三紀中新世の地層や火山岩が発達しているコその大部分は図幅

のやや東よりの地域に南北方向をとって分布している。これらは，下位から上位へ順

に上支湧別層，浦島内川層，流紋岩 I，流紋岩 II ， トムイルベシベ層にわけることが

できる。

- 6 -



V.I 上支湧別層 (km)

この地層は，凶幅地域の北部から中央部にかけて，瀬戸瀬川にそって帯状に分布し

ている。このほか，この南西延長部にあたる付近に，局部的な発達がみられる。

この地層は，基盤の日高累層群を不整合でおおい，また浦島内川層に不整合におお

われている。

おもに陳岩から構成されているが，粗粒硬質砂岩および黒色あるいは灰色の頁岩を

ともなっている。礁は，ほとんどが日高泉層群に由来する砂岩，粘板岩，チャート，

ホルンヘルス，輝緑岩質岩で，わずかにかこう岩をふくんでいるロ層厚は，約 500m

と推定される。

この地層は， N40----700E, 18----400SW の走 rtl]，傾斜をもっ単斜構造をしめしてい

る。

V.2 浦島内川層

この地層は，瀬戸瀬川の上流から生田原川支流石川沢にかけての地域，および武利

川ぞいの凶幅南端部付近にそれぞれ分布している。この地層は，さらに，プロピライ

トを主とする下部層 (Up) と，緑色凝灰岩および凝灰角機岩から構成されている上部

層 (Ug) とにわけることができる。

|円 1π1

第 3 図 角閃石安山!UI.質ビロピライト(浦島内川)
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lmm

第 4 図 玄武岩質プロピライト(浦島内川)

下部層は， {甫島内川中流地域に分布しており，日高累層群とは一部では不整合，一

部断層という関係で接しているむしかし，上支湧別層との直接の関係はみられない。

この地層の下部は，大部分が熔岩状の角閃石安山岩質および玄武岩質プロピライト

でしめられ，乙のほか，同質の凝灰角礁岩と凝灰岩をともなっている。

*全般に，変質の度合は弱いロしかし， NE-SW系の断層にそった付近では，いち

じるしく破砕されている。

上部層は，下部層とはちがって，図幅地域内の各地に不規則に点在している。この

地層は浦島内川流域では，下部層と漸移関係をしめしているが，ほかの地域では，日

高累層群や上支湧別層を直接不整合におおっている。

おもに，細粒から中粒の緑色凝灰岩，および緑色凝灰角磯岩から構成されており，

あいだに凝灰質砂岩をはさむことがある。岩質は，石英安山岩および流紋岩質であり，

場所によっていちじるしく変化する。また，日高呆層群を直接おおうところでは，基底

陳岩が発達している。一般に，層理の発達がわるいので，地質構造はよくわからない。

南東部地域では，一部に層理の発達しているものがみられる。乙こでは NE-SW

の走向で， 200SW の傾斜をしめし，ときにはほぼ水平になっている。

*上支湧別構造線
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浦島内川層の層厚は，このような状態であるので，明らかでないが，ほぼ 200m と

推定される。部分的に佐化や緑泥石化などの鉱化変質をうけている。

この地層は，岩質から北見出土lスjill民地域の北見'白.士)骨，生田原 l><ll隔地域の生田原層

にほぼ対比できる。

V.3 流紋岩 I (RI)

この岩石は， i頼Ji 瀬川 ， 1m 品内 III ，仁同布沢の流域に，ほぼ南北の方向で分布して

いる。

瀬戸瀬川流域に分布しているものは， I二支湧 1}IJ) 国を民ぬく岩脈あるいは岩床状の岩

体である。乙のほかの地域では，熔岩状のものから凝灰角陳宕状，角喋岩状のものま

で，いろいろ岩相が変化するロまた，この中には， NNW-SSE 方向の岩脈も多数み

とめられ，複合体のような形態をとっているの

この岩石は，白色を呈する無斑品質のものが大部分をしめしているようである。し

かし一部には科長石斑 lib をふくむものもみられる。また，(疑!ゾく角棟質の岩相のものは，

掠色のプロピライト岩)Jーをふくんでいる。

乙の流紋岩は，全般的に金銀鉱床形成に関係する市北方向のつよい i主化作用をうけ

ている。鏡下では，モザイク状石英の密集した組織をしめし徴粉状黄鉄鉱をともな

い，原構造の不明なものが大部分をしめして

し、る。

V.4 流紋岩 II (R2)

この岩石は， Iズj~J 同地域の東側に，北から Iii

に点々と分布している白 ZJ 休の大部分は点制 IJ

の生田原 l寸 l隔地域にあり，この j也 l戒にはその

一部がみられるにすぎない。

全般に縞状の流用構造が危 j主しており，球

頼、をふくむものや， '-UII 記イ i をふくむね十 II がみら

れる。大部分がハリ買で，少量;の科長イ iや!日

主ほをともなっている。

乙の岩石は，まえにのべた流紋岩 I とちが

って，ほとんど鉱化作用をうけていなし、。した 第 5 図流紋岩 II
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がって鉱床を匹胎していない，との噴出時期もこの地域では明らかにできないが，生田

原図幅地域の資料から考えて，トムイルベシベ層より古いのではないかと推定される。

γ.5 トムイルベシベ層 (Tm;

この地層は，まえにのべた浦島内川層の東側に帯状に分布している。このほか，南

部の北見富士図幅地域から延長しているものが，乙の地域の南端部に発達している。

この地層は，浦島内川層を不整合におおっており，不整合面の上位には基底喋岩を

ともなっている。おもに，疑灰岩，凝灰角磯岩，熔結凝灰岩などの火山性堆積岩から

構成されている。上部には，湖底堆積物と考えられる泥岩が発達しており，また，下

部には，縞状の流紋岩角礁を多量にふくんでいる部分がある。乙の地層の層厚は，約

300m と推定される。

凝灰角喋岩は，一般に淡黄褐色を呈しているが，下部には緑色を呈する凝灰岩や凝

灰角瞭岩が発達しており，一見いわゆる緑色凝灰岩様にみえる岩相がある。しかし

浦島内川層の緑色凝灰岩にくらべて，やや淡色である点で違うようである。

一般に，層理の発達はわるいが，浦島内川中流付近では， N30，-400W の走向で，

10,.....40° E あるいは 600 W の傾斜をしめしている。この地層は，岩相や岩質などから

判断すれば，その大部分はおそらく中新世に属するものと考えられる。しかし，上限

は明らかでなく，あるいは上部が鮮新世になるかもしれない。

VI 新第三紀鮮新世の地層と火山岩類

この図幅地域には，新第三紀鮮新世の堆積岩，火山砕屑岩および火山岩類が広く分

布しており，この地域の大半をしめている。乙れらは，下位から上位へ，湧別川熔結

凝灰岩，矢矧層，背谷牛山熔岩，第 1，第 2，第 3 の各熔結凝灰岩，およびこれらを貫

ぬく火山岩脈などに分類できる。とくに分布では熔結凝灰岩が大部分をしめている。

VI.l 湧別川熔結凝灰岩 (Yw)

この岩石は，西側に隣接する白滝図幅地域に広く分布しているもので，この地域で

は，その延長部の一部が湧別川ぞいの地域にみられるだけである。日高泉層群を不整

合におおい，第 1 熔結凝灰岩におおわれている。

淡緑褐色を呈する，わりあいち密なハリ質の松脂岩様の岩石である。裂開面にそっ

てわずかに緑泥石化をうけている。

この岩石の噴出時期は，いちおう鮮新世初期と考えているが，あるいは中新世末期

- 10 ー



の疑いもある。

VI.2 矢矧層 (Ya)

この地層は，図幅南東隅の浦島内川および矢矧沢下流から生田原川にかけて分布し

ている。北見富士図幅地域では，この地層を上金華層とよんでいるが，ここでは生田

原図幅地域でつかっている本層名をもちいた。

この地層は，凝灰岩，凝灰角礁岩，泥岩，砂岩，礁岩などから構成されており，こ

れらはしばしば細かな互層を形成している。全般に凝灰質で，同結度の低い軟い岩質

のものでしめられている。

礁岩の喋は，円磨度の低い亜円礁または亜角礁のものが多し、。 礁は，大部分が安 [11

岩，流紋岩，玄武岩であるが，一部には基盤の粘板岩や輝緑岩質岩をふくんで、いるの

この地層は，全般に 10 度内外の傾斜をしめし，ゆるやかな摺曲が発達しているよ

うであるが，その構造は明らかでなし、。層厚は，約 100m 士である。

生田原図幅地域で，下位の中新世の地層を不整合におおっているのが観察されてい

ることや，この中にふくまれている植物化石などから，この地層が鮮新世であること

が明らかにされている。

VI.3 背谷牛山熔岩 (51)

この岩石は，図幅地域の北東部，背谷牛山付近から南部にかけての地域の，丘陵性

の山陵部に分布している。流紋岩 II をおおい，第 1 熔結凝灰岩におおわれている。

陪灰色の，堅硬な普通輝石紫蘇輝石安山岩が大半をしめ，安山岩質集塊岩をともな

っているの安山岩熔岩には，一般に板状節理の発達がいちじるしし、。しかし比較的

塊状で大型の斜長石斑品を多量にふくむ岩相もみられるのまた，しばしば変質されて，

赤色を呈しているところもある。

山陵は，南北方向をとって北見富士図幅地域にのびていっている。岩質の点から，

北見富士図幅地域に発達している丸山熔岩や 8 号沢熔岩に対比されそうであるの

VI.4 第 1 熔結凝灰岩 (WI)

この岩石は，図幅の大半をおおって広く分布しており，隣接する白滝，北見富士両

図幅地域へ拡がっている。東側は，背谷牛山熔岩のつくっている丘陵にさえぎられ，

これより東側には分布していない。

乙の熔結凝灰岩は，厚さ 250m 以上にも達し，武利川ぞいの滝部落東側付近でもっ

とも厚く，ここから四方に遠ざかるにしたがし、厚さを減じている o
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lmm

第 6 図第 1 熔結凝灰岩(瀬戸瀬川)

Imm

第 7 図 第 1 熔結凝灰岩(安山岩質熔結凝灰岩)
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岩相はいちじるしく変化するが，その代表的なものは石英安山岩質である m

この岩相をもっ岩イ iは，黄褐色を呈し，数 em から 10 数 em におよぶ発泡のよい

軒イiを多量にふくむ，多子L質なきわめて粗しような有石で，幅広い点形の節理が発注

しているのしかし全般に風化されてくずれやすく，斜面に厚い崖錐堆積物を形成し

ている。

この熔結凝灰宕の基底部付近には，粘阪岩，砂岩，頁岩，火山岩類などの異種岩片

を多量にふくむ角i喋岩様の宕相が発達しているのこの岩相は，庁通輝行紫蘇輝行安山

岩質のものであるのこのqlには， しばしばJH日産石械の外観をしめす黒色の熔結ガラス

のレンズ状f本をふくんでいる。

この岩石の一部に， I坊の沢や武利川ぞいでみられるように，温泉変質をうけて軽石

が緑色化し，一見緑色凝灰岩にみまちが

うような外観をしめす岩相がある円

この熔結凝灰岩は，白滝l司l隔地域のl幌

加湧別凝灰岩にほぼ一致し，北見市士l司

幅地域の無利熔結凝灰岩の下部相にほぼ

相当すると考えられるの

VI.5 第 2 熔結凝灰岩 (W2)

この岩石は，おもに武利川流域の南部

地域に分布しているほか， 1m島内川から

生田原 ill にし、たる地域の山陵部にもわず

かに分布している口第 1 熔結凝灰岩がわ 第 8 図第 2 熔結凝灰岩の露頭

りあいゆるやかな斜面で河川に面するの (武利川交流湯の沢)

に対し，この岩石は急、出あるいは絶壁をつくっており， しばしば滝をつくっているの

この岩石の分布地域は，第 1 熔結凝灰岩と同様にし、ちじるしく侵食をうけ，起伏にと

んだ地形をつくっているの

一般に，赤禍色ないし淡い赤紫色を呈するが，灰色のものもみられ，石英と斜長石

の斑品をふくむ流紋岩質の岩石である。しかし，垂直方向での岩相変化がかなりはげ

しいの下部は石英・斜長石の斑晶を多くふくみ，ややもろく風化面にそって薄く剥離

しやすく，また，一部には集l鬼岩相が発達しているのこの上部になると，流理構造の

いちじるしい節理系の発達した堅硬な岩質になり，黒色の松脂岩様の熔結ガラスのレ
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ンズを多数ふくんでいるのさらに上部になると，流理構造はみられるが，熔結ガラス

は存在しない。

この岩石には，一般に，流理面に直角な方向の柱状節理がよく発達しているが，と

きには，流理面に平行に発達している板状節理もみられる。

けんび鏡下の観察では，斑品として石英，斜長石のほかに，まれに紫蘇輝石がみら

れる。石基はガラス質で，流理構造をしめし，微細な鉱物片を多量にふくんでいる。

熔結作用のすすんだものでは， 2......数 mm の大きさの球頼が多量にみられる。

この岩石と下位の第 1 熔結凝灰岩とは，やや凹凸のある境界面で接しているが，整

合関係にあると考えられる凸

なお，この岩石は，北見富士l司幅地域の武利熔結凝灰岩の上部相に，ほぼ相当する

もののようである。

VI.6 第 3 熔結凝灰岩 (W3)

乙の岩石は，おもに，湧別川と武利川とにはさまれた丘陵に分布している。このほ

か，瀬戸瀬川と浦島内川とにはさまれた山陵部にもわずかであるが分布している。こ

の岩石の上面は，第 1，第 2熔結凝灰岩とちがって，やや平坦な地形面をつくってい

る凸しかし，第 2熔結凝灰岩との問には，明確な地形上の不連続はみとめられない。

おもに黄灰色を呈するが，一部には赤桃色のものもみられる。斑品として多量の斜

Imm

第 9 図第 3 熔結凝灰岩(大平)
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長石と石英のはか，まれに角川石をふくむ粗しような岩μである。市部地域に分布す

るものはやや熔結度がよ弘、が，全体としてみれば，まえにのベた熔結凝灰岩煩とは比

較にならないほど熔結の度合は低い。

乙の熔結凝灰岩は，平坦な地形而をつくっていることからみれば，第四紀に屈する

可能性もある。いずれにしても，正確な l噴IHII;dmの決定は，今後のl調査によらなけれ

ばなるまし、口

Vl. 7 流紋岩脈 (Rd)

乙の岩石は，第三紀層や熔結凝灰岩類を1'tぬいて，多数分布している。その11"入方

向には， N20，.....70 oE のものと N 40，.....50oW のものとの二方向がある口

Imm

第 10 図流紋岩脈(浦島内川)

この有石は，岩質のちがう二種類のものからなりたっているコ

一つは，赤褐色で球願状組織のいちじるしく発達した，きわめて堅耐!な山買のもの

である。他の一つは，灰白色ないし淡掲色を呈し，流出構造の発注した岩'ittのもので

ある。前者は，後者にくらべて，やや岩体の規模が大きく，突出した地形を形成して

いるn 後者は，おもに熔結凝灰宕地j攻、にみられ，ゆるい傾斜をもった右床状の形態を

しめし，周縁部に真珠岩質の急冷相をともなっている。

なお，図幅地域東部の浦島内川流域に発達しているものは，輝石の]主EM)をふくむ行

英安山岩質で，まえにのべたものよりし、くぶん塩基性であると考えられる。
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乙の岩石の一部は，上支湧別構造線方向をと勺ているとおもわれる。その噴出時期

は，いちおう鮮新世末期と推定されるが，第四紀初期の可能性もある。

VI.8 玄武岩および玄武岩質安山岩脈 (Rd)

乙の図幅の中央地域には， N20
0
E から E-Wの方向をとって，多数の玄武岩あるい

は玄武岩質安山岩の岩脈が発達している凸これらは，日高累層群，上支湧別層，熔結

凝灰岩類を貫き，とくに第 3 熔結凝灰岩を貫ぬいていることから，かなり新しい時期

の活動と考えられる。

第 11 図 玄武岩質安山岩脈(瀬戸瀬川I)

第 12 図 玄武岩質安山岩脈に発達する節理系(瀬戸瀬川)
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Imm

第 13 図玄武岩質安山岩(武利ill)

灰黒色あるいは黒色を呈するち密堅硬な岩石で， しばしばし、ちじるしい柱状節理が

発達している。岩質は，かんらん行，単斜輝石の斑品をもっ玄武計質のものから，有

色鉱物をふくまない科長石斑品だけの安山岩質のものまであるが，どの岩石でも，行

基は墳同組織をしめし，短間形科長石が方向性をもってならんでいる流理構造がみら

れる。おそらく，これらは，おなじ火成活動のなかの岩相の変化であろう。

VII 第四紀の地層と火山岩

第四紀の地層には，各河川にそって発注している段丘堆積物と現 il1 J床材 t積物があるの

また，この時期の火山岩には，大平熔岩がある凸

VII.! 大平熔岩 (01)

この熔岩は，上武利西方の台地上の大平と，上武峠付近との二カ所に分布しているの

大平に分布している熔岩は，熔岩台地をつくっているが，上武峠に発達している熔

岩は，火山地形のような円錐形の地形を形成している m

黒色ないし陪灰色の，ち密な普通輝石紫蘇輝石安山宕で，板状節理が発達している。

斑品として，斜長石を多くふくみ，少量の丹通輝行，紫蘇師石がみられるの石基は，

ハイアロピリティック組織をしめしている。
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VII.2 段丘堆積物

段丘堆積物は，河床面からの比高 5m 内外の平坦面をつくる第 2 段丘堆積物 (T2)

と， 15.-'20m の平坦面をつくる第 1 段丘堆積物 (T t)の 2 つに区別できる口

第 1 段丘堆積物は，ほんのわずかの地域にみられる o2m 内外の厚さをもち，喋，

砂，粘土から構成されている。

第 2 段丘堆積物は，武利川および湧別川流域に，やや広く分布している。これも厚

さは 2m 内外で，礁，砂，粘土から構成されている口

VII.3 現河床堆積物 CAL)

この地域の各河川の流域には，礁，砂，粘土から構成されている現河床堆積物が分

布している。全体的にみて，あまり発達状態はよくなし、口

VIII 地史

この図 l隔地域には，日高累層群の堆積後，上支湧別層の堆積までの聞の地層が欠除

している。そのため，西側の地域にみられるような，南北性の白滝構造線の形成や，

乙れに関連する火成作用および変成作用などは明らかで、ない。

新第三紀中新世にはいってから，日高累層群をおおって上支湧別層の堆積が行なわ

れたが，この時期には火成活動はなかったようである。上支湧別層が陸化して侵食を

うけた後に，乙の地層のほぼ東側から市東側にかけての地域が沈降をはじめ，はげし

い火成活動をともなったグリーンタフ変動の地域へ転化していった。この火成活動の

性格は，はじめはやや塩基性で，後期になると酸性へと移化している凸

酸性の火成活動にともなって，金銀鉱床が形成された。

これらの火成活動は NE-SW の上支湧別構造線方向につよく支配されて行なわれ

たものと考えられる口

そのご，何回かの上昇と沈降を行なっているが，ほかのグリーン・タフ地域とおな

じように，たえずはげしい火成活動をくり返している。乙の問， トムイルベシベ層の

t部や矢矧層を形成したような，内陸盆の発達するIl l:朋があったようである。しかし

少なくとも，背谷牛山熔岩で代表される板状熔岩の噴出時までは，グリーン・タフ変

動にともなう火成活動が引続いていたとみてよいであろう。

鮮新世の末期になって， WI から W3 までの熔結凝灰岩の大規模な噴出活動が行なわ

れたり
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これらの熔結凝灰岩は，ほぽこの図幅地域に噴出の中心があるとおもわれるが，一般

の第四紀のものにみられるようなカルデラの形成はなし、。このことは，これらの熔結

凝灰岩がカルデ、ラ型の噴出によるものではなくて，裂か噴出によるものであると推定

される。

熔結凝灰岩の噴出した当時，すでに東側の地域に，板状熔岩のつくる南北の山稜が

存在していたために，熔結凝灰岩の東側への流出はさえぎられた。

熔結凝灰岩の大規模な噴出後は，酸性から塩基性の各種火山岩類の小規模な活動が

行なわれている。これら火山岩類の遊入方向にも，上支湧別構造線方向の裂かやこれ

と関係あると考えられる裂かが，大きく影響していると考えられる。

熔結凝灰岩の最後の活動期は，あるいは第四紀かもしれなし、。もしそうであれば，

そのご各火山岩類の活動も第四紀であり，上支湧別構造線方向の構造が，ひじように

ながし、地質時代にわたって，火成活動の場としての重要な役割を果していたことにな

ろう。

IX 応用地質

この凶幅地域には，金，銀，銅，鉛，亜鉛，赤鉄鉱などの金属鉱床や，温泉などが

みられる。

金属鉱床は， NNW-SSE の方向に分布しており，いずれも過去に探鉱あるいは採

鉱されているが，現在は休止あるいは廃業している。

IX.l 金銀鉱床

乙の種の鉱床としては，矢旬|鉱山大切坑，中切坑，瀬戸瀬鉱山などがある。

矢矧鉱山: この鉱山は，浦島内川中流南方約 2km のところに位置する白

鉱床は，いわゆる合金銀石英脈で，流紋岩 I の中に匹胎している。鉱床母岩には，

石英←絹雲母←微粒黄鉄鉱の組合せをもった，いちじるしい変質がみとめられる。石

英脈は， N30.......70oE の走向で， 40.......S0oSE およびこれと反対の NW の傾斜をしめし，

脈幅の平均は 0.3--0 .4 m であるといわれている。また，鉱脈中には，角礁状構造お

よび銀黒をともなう縞状構造が発達している。一般に，脈幅の広い石英脈ではやや低

品位で，粘土帯の中の細脈はやや高品位のものを産したとのことである。これらを対

象に，かつて大規模に採掘されたことがあるが，現在は入坑もできない状態である。

瀬戸瀬鉱山: 瀬戸瀬川上流の瀬戸瀬山の北東斜面に位置している。
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鉱床は，流紋岩 I の r~lに匹胎している合金銀石英脈である。この石英脈の走向，傾

斜は，入坑できないので，明らかで、ない。鉱石は，硫化鉱物として，少量の黄銅鉱，

閃亜鉛鉱，方鉛鉱をともなっているが，一見不毛石英の様相を呈しているの分析結果

では， Au4.2g/t, Ag17.7g/t であるとのことである。

IX.2 銅・鉛・亜鉛鉱床

乙の種の鉱床には，弓削鉱山，北見鉱山五日-坑，鴻喜鉱 Ill ，矢矧鉱山辰己坑および

大成坑などがしられている。

弓削鉱山: この鉱山は，瀬戸瀬川の支流弓削の沢上流約 2km のと乙ろに位置し

ている凸

鉱床は，日高架層群の粘板岩および砂官の巾に佐 H台している。これは E-W 性の勇

断帯にそって緑泥石をともなう絹状脈が主体となっている。角喋化をともない，脈ぎ

わだけに粘土化や珪化がみとめられる。しかし，現在は，入坑できないために，詳し

い状態は不明である。

北見鉱山五号坑: 瀬} i瀬川の上流二股付近の西方約 1km のところに位置してい

るの

坑口は数カ所あるが，このなかでもっとも延長の長いものは約 120m といわれるの

鉱床は，上支湧別層の礁岩および頁岩，一部は日高累層群の粘板岩および砂岩中に匹

IJfl している鉱脈である。鉱脈は，おもに東西性の走向をもち，延長は 100m ほどであ

第.15 図 北見鉱山五号坑坑口
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るのときには，これと斜交する N 30，......50
o
W の脈もみられる。膨縮がし、ちじるしし

また南北性の断層によって切られている。

鉱脈は，角喋をうずめた形態の鉱染状あるいは網状のもので，黄銅鉱，黄鉄鉱，緑

泥石，石英，および少量の方鉛鉱や閃亜鉛鉱をともなっている。母岩の変質は，粘土

化，珪化，黄鉄鉱化であるが， W~ ぎわの部分にしかみられない。

鴻喜鉱山: この鉱山は ， t市島内川中流北方約 1km の付近に位置している口

鉱床は，日高架層群の砂岩 .J[岩中に駐日fiする，緑泥石一黄銅鉱脈である。乙の鉱

山の 2 号坑では， 5 条の脈がしられており，もっとも大きなものは 5 号脈であるとい

われている。これは，角機化帯中に， N30，......45°W の走向で， 30，......800SW の傾斜を

もっ脈l幅 30，......10 em のものであるの単位鉱脈は，走向延長 10m ほどで，とれらが雁

行状に配列している。

矢矧鉱山辰己鉱床: 浦島内川本流の北岸道路ぞいに位置している。

鉱床は流紋岩 I 中に匹胎し，東西性の走向で， 70ー S の傾斜をもった，幅 2，...... 10em

の石英一黄鉄鉱脈である口このなかには，閃亜鉛鉱や黄銅鉱がともなわれることがあ

る。既存資料によれば，下部は網状あるいは角喋状鉱脈で，上部はレンズ状の塊状鉱

体であったという。鉱石は黄鉄鉱，黄銅鉱，閃亜鉛鉱，方鉛鉱から構成され，ときに

は磁硫鉄鉱をともなうことがあるといわれている。

矢矧鉱山大成鉱床: 辰己鉱床の西方約 1km の道路ぞいの地点にある。

鉱床は，日高黒層群の砂岩・頁岩中に匹胎する，緑泥石ー黄銅鉱の網状ないし塊状

脈であったという乙とであるョその走向は，ほぽ東西性であるとみられる口鉱床付近

には多数の黄鉄iJ l;I~K が発達しているが，鉱体との関係は明らかでない。

IX.3 赤鉄鉱床

この鉱床は，まえにのべた大成鉱床の西方約 1km のところに位置するロしかし

露頭は，浦島内川の北岸から南岸にかけての南北約 2km の範囲に点在している。こ

の鉱床については，大正 9 年の納富重雄による報告があるが，まったく放置されたま

まである口鉱床は， 目白黒)昔 1r(:の {I少宕，T(岩 IF に昨日台するレンズ状鉱体で，一部に脈

状のものもあるロ東西性の走向をもった，石英一赤鉄鉱からなりたっており，褐鉄鉱

化をうけているの
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IX.4 温泉

瀬戸瀬温泉

瀬戸瀬温泉は，石北線瀬戸瀬駅の南方約 9km の瀬戸瀬川の上流に位置しているー

この温泉は，昭和 29 年に北海道立地下資源調査所でおこなった調査にもとずいて

ボーリングを実施し，開発に成功したものである。それ以前に，この付近には 19--­

31°e ていどの微温泉群が流紋岩中から湧出しているのがしられていた。これらは，

N70---80oW方向の破砕帯から湧出していたものであったが，そのうち一つに 106.3m

のボーリングが行なわれた。深度 91. 2m で孔口温度 43°e，子L底温度 44°e，湧出量

3061/m の温泉がえられている。

丸瀬布温泉

丸瀬布温泉は，丸瀬布市街南方約 10km の武利川中流の左岸側に位置している。

この温泉は，昭和 28 年に 120m のボーリングを実施し， 94m の深度で 30°C の温

泉が湧出している。この付近には，熔結凝灰岩中に南北性の亀裂が発達しており，こ

れにそって温泉作用による変質がみられる。しかし，これらの下部に，高温の泉源が

あるかどうかは明らでなし、。今後，詳細な調査を行なうことによって，あるいは開発

できるかもしれない。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(Scale 1;50,000)

MARUSEPPU

(Abashiri-34)

By

MasayasuNochi, JunWatanabe

SatoruUozumiandMamoruSuzuki

Resume

TheareaoftheMaruseppusheet-map, coveringfromlatitude

43ー50'to44ー0'Nandfromlongitude143ー15'to143ー30'E, issituated

inthenortheasternpartofHokkaidδ.

Topography

Topographicallytheareacanbedividedintothehillyterrains

andlowlands, ofwhichtheformeroccupythegreaterpartofthe

area.

ThehillyterrainsaremostlycomposedofthelaterNeogene

volcanicrocks, ofthese, theareacoveredbytheweldedtu 任s of

theuppermosthorizonhasrelativelyflat, plateau-likesurfaces.The

lowlands, distributedonlylocallyalongthe rivers, comprisethe

firstandthesecondterraceplains, 15-20m and5m inelevation,
respectivelyandtheAlluvialplains.

Geology

Thegeologyoftheareacomprisesthepre-CretaceousHidaka

Super-group, Neogenesedimentaryandvolcanicrocks, andQuaterｭ

naryvolcanicrocksandsediments,
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Pre-Gretaceousformations.

Thepre-CretaceousHidakaSuper-groupiswidelydistributed

inthenorthernpartoftheareaandalsoincentralandsouthern

parts, thoughinsmallerextents. Theyaremainlycomposedof

slateandgreywacke, andalsoshaleinsomeparts. Theformations

developedinthenorthernparthavegenerallyN-S strikes, with

steepdips, whereasthoseinthecentralandsouthernpartshave

veryirregularstrikesanddips.

Neogeneformations.

TheNeogeneformations, occupyingthegreaterpartofthis

area, canbedividedintotheMioceneandPlioceneformations.

TheMioceneformationsaretheKamishiyiibetsu Formation, the

Urashimanai-gawaFormation, Rhyolite1, IIandtheTomuirubeｭ

shibeFormationinascendingorder.

TheKamishiyubetsuFormation: Thisiszonallydistributedin

theNNE-SSWdirectionfromthecentralparttothenorthernpart

ofthearea, andformssometimeswindow-likeexposurescovered

bytheweldedtu 旺. Theformationiscomposedof conglomerate,

sandstone, andblackshale, withgeneralstrikeofN 50ー-80ー E,

dipping18ー-40ー SE.

TheUrashimanai-gawaFormation: Thisisexposedinalimｭ

itedarea, lyingunconformablyontheHidakaSuper-groupand

theKamishiyubetsuFormation. Thisisfurtherdividedintoupper

andlowermembers, ofwhichtheformerconsistsoftu 妊 and tuff

brecciaoftheso-calledgreentu 旺 Formation ， andthelatterconsists

ofpropylitederivedfromhornblendeandesiteandbasalt. The

geologicstructureofthisformationiscomplicated, anditsdetails

areunknown.

RhyoliteI: Thisrhyoliteisdistributedasalarge complex,

extendingfromthecentraltotheeasternpartsofthisarea.This

complexconsistsof irregularassociationofmanydykes, lava

flows , brecciaand tu 妊， allofwhichareseverelyalteratedby

hydrothermalsolutions.
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RhyoliteII. ThisrhyoliteliesontheRhyolite1.intheeastern

marginofthearea , andhaswell-developedbanded ，自 uidal strucｭ

tures.

TheTomuirubeshibeFormation: Thelowerpartof this

formationisundoubtedlyMioceneinage, buttheupperpartmay

bePliocene. Theformationismainlycomposedoftu 百， tu 妊 breccia ，

orweldedtuff. Mudstoneispredominantintheupperpart, whereas

somegreen-coloredtu 旺 is presentinthelowerpart.Thegeologic

structureisrelativelycomplicated.

All thePliocene formationsexcepttheYahagi Formation,

consistofvolcanicrocksandpyroclasticrocks.

TheYahagiFormation: This isdistributedonly insmall

areainthesoutheasterncorner, andliesprobablyunconformably

ontheTomuirubeshibeFormation, althoughtheirexactrelation

cannotbeobservedinthisarea.Theformationischieflycompoed

oftuff , mudstoneandsandstone, sometimesintercalatinglayersof

conglomerate.

ThevolcanicrocksandpyroclasticrocksconsistofSeyaushiｭ

yamalavaandweldedtuffs.

TheSeyaushiyama lavaisanaugitehypersthene andesite,

distributedinthemountainouslandintheeasternpartofthe

area. Distinctplatyjointsarewell-developedinthislava.

Theweldedtu 百s aremostextensivelydevelopedinthisarea,

andareregardedtobelatestPlioceneinage , excepttheyubetsuｭ

gawaweldedtuffinthelowesthorizon. TheYubetsu-gawawelded

tuffisexposedonlyinthewesternmarginofthearea. Fromthe

fielddataobtainedintheareaofthe Shirataki sheet-map, this

weldedtuffisregardedaslowermostPliocenein age, thoughits

relationtotheYahagiFormationisnotclear. Thetu 百 now forms

chieflygreenishpitchstone-likerocks.

Theextensivelydistributedweldedtu 旺s， whicharecomposed

ofthreedifferentfaciesofWl'W2 andW3, weremostprobably
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eruptedinthelatestPliocene, althoughthereisnodefiniteevidence

forthis. Thelowermostformation(W1)isandesitictu 任， intercaｭ

latinglenticularlayersofobsidian, themiddleformation(W2)is

rhyoliticandtheuppermostformation(W3)isdaciticincomposition.

Quaternaryformation.

TheQuaternaryformationsconsistofvariousvolcanicrocks

andthedepositsdistributedontheriverterracesorthepresent

riverbeds. Theformercomprisesmanydykesofrhyolite, basalt

orbasalticandesite, cuttingthroughtheweldedtu 百s ， andtheOdair~

lavaflowswhichcovertheweldedtu 旺s. Itisobservedinthefield

thattheOdairalavaflowstruncatefirsttheweldedtu 旺s andthen

arespreadoverthem.

EconomicGeology

Therearemanyindicationsof gold, silverandcopperore

deposits, impregnatedintheHidaka Supergroup, Kamishiyubetsu

Formation, Urashimanai-gawaFormation, andrhyoliteI.Allof

themaredistributedinthetrendofN-S, probablycontrolledby

thestructuresoftheHikakaSupergroupinthebasementandthe

intrusionofrhyoliteI. Someofthemwereworkedonthesmall

scaleformarly, butnoneisminedatpresent. Besideshotsprings

areissuingfromtheupperreachesoftheSetoseriverandthe

middlereachesoftheMuririver.
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